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タイトル：国際アダプト会議 2010 

 

ステファニー・ブラウン 

アリゾナ州交通局  

アダプト・プログラム・コーディネーター 
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目次 

 

 ・プログラムの改善/変更について 

 

    ・プログラムの挑戦 
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新しい WEB サイトの紹介 

 

・ 最新のボランティアによる清掃活動が、毎週更新されるようになった。 

 

・ WEBサイトからの入力で、 

①清掃会社 

②ボランティアの申請 

③地域コーディネータ 

への連絡が連動するようになった。 

 

・ FAQのページを作成した 
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FAQ のWEBサイト 

1. このプログラムのはじまりについて 

2. アダプト・プログラムに州政府が費やしている費用について、資金の出所について 

3. どういうこと？！- 州交通局に安全ベストのことで連絡をとったら、自前で用意

してくれと言われたが、隣のチームはついこの間活動申請して、ベストを州交通局

から渡されている。 

4. どうして、こんなにたくさんのごみが道路脇に落ちているの？ 

5. アダプト・プログラムと、「アリゾナを汚さないで！」の活動とはどう異なるの？ 

6. 新しいアダプトのサインボードがお目見えしていますが、昔のサインボードのまま

でよかったのではないのですか？なんで変えたのですか？ 

7. アダプト・プログラムをすることで、州の税金のどれくらい出費を抑えることがで

きているのですか？ 

8. 弊社のことを通行人に知らせるためにアダプト・プログラムを利用してもいいです

か？ 

9. 活動したい場所を見つけたので、アダプト・プログラムの申し込みをしたら、その

道路には空きが無いと言われた。どうすればよいでしょう？ 



５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいサインボード！ 

 

 新しいサインボードは、省資源で構築でき、作業効率も向上した。 

 

  ・設置個所は 1ヵ所だけ 

  ・入れ替えの時、活動団体が不在になるときは 2枚掲示可能 

  ・州の他の掲示物と同じ様式に統一 

 

 

 

 

 

 



６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい要件が追加された！ 

 

アダプトの申請をしてから 120 日間以内に、第一回目の清掃活動をしなけれ

ばならない。 

 その最初の清掃活動予定日を申請時に記入する欄が追加された。 
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アダプト・ア・ハイウエイのプログラムに参加している団体数 

 

2009 年時点で、アリゾナ州では 1,609 のボランティア団体がプログ

ラムに参加している。 

 

ちなみに、2004 年は 1,704 団体、2005 年は 1755 団体、2006 年が

2,235団体、2007年 2,135団体、2008年 1,835団体と、2006年をピ

ークに減少傾向にある。 
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アダプト・プログラムの価値とは？ 

 

ボランティアが無償で仕事をしてくれた分、州は人を雇用せずに済んだという

ことを表す。 

 

・アダプト・プログラムで無償ボランティアで活動した人の労働費換算：2,098ドル 

・実際にアダプト・プログラムで支出した金額は、1,515ドル 

・したがって、アリゾナ州交通局にとっては、583ドルの支出を回避できたことになる。 
 

 

* アリゾナ州において 2009年時点で、平均的な 7人のグループで 16時間無償で働いたと

仮定して、ボランティア活動者一人あたりのコスト（安全ベスト、サインボード、ごみ袋）

の平均は 18.73ドルとなる。（出典：independentsector.org）
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アダプト・プログラムの課題 

 

 ・安全ベストの費用について 

－2009年 11月 1日、かつて実施していた昔の方法に戻す許可が下りた。そ

れは、州交通局が一括で手配するのではなく、地域ごとに安全ベストとご

み袋を調達する方法である。 

 

－それに先立って、活動団体は自前で安全ベストを調達してもらうことにな

るかも知れないということを通知していた。以後、地方ごとに安全ベスト

を貸出す仕組みとする。（貸出簿の記録） 
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アダプト・プログラムの課題（つづき） 

 ・プログラムの意義についての疑念 

  2009年に実施した内部管理調査によると次のような結果が見られた。 

 

－設問 7.アダプト・プログラムやスポンサー・プログラムについての改善を

希望することはありますか？  

プログラムを廃止するべき。プログラムを実施する方が、余計にコストがか

かっている。 

 

－設問 8.アダプト・プログラムやスポンサー・プログラムについて、評価す

ることはありますか？ 

全くない。 
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発表者の紹介 

 

ステファニー・ブラウン 

アリゾナ州 

州プログラム/プロジェクト・スペシャリスト 

 


